
変革の時代の経営を考える
第７回目となる『実学サロン』の案内を致します。講師は毎回、校友です。社会で活躍す
る校友や在校生にとって、ビジネス経験や研究活動の経験を聞くことは、大変に楽しく有意
義なことであります。魅力的な研究開発活動、エンジニアリングや効率的なマネージメント
は、その道で体得された方に聞くのが一番です。すでに６回の実学サロンを実施し、｢深い
経験と知見に基づく講演で良かった｣「生の声は違う。現実ベースの話で興味深く、参考に
なる｣との評価を得ています。
今回の講師は、山形の酒蔵「朝日川酒造」で杜氏・常務取締役として酒造りに取り組んで
います。会社の概要と酒の造り方、飲み方などの話を伺い、皆さんと共に伺うことがなかな
か出来ない「おいしいお酒の作り方と飲み方」を学んでいきます。
講演会終了後に校友倶楽部で懇親会も予定されています。皆さまお誘い合わせの上、ご参
加下さい。お待ちしております。

芝浦工業大学校友会 会 長 鈴見 健夫
副会長・総務広報委員長 泉澤 定雄

芝浦工業大学校友会

●場所：芝浦工業大学芝浦キャンパス内

●日時：２０１３年９月６日(金)  18：30～20：00 （講演60分、質疑30分）

第７回 実学サロン

芝浦工業大学校友会事務局 〒108-0023 東京都港区芝浦3-9-14 TEL：03-5445-9634 ＦＡＸ：03-5445-9635

〒108-0023 東京都港区芝浦3-9-14
【アクセス】 JR山手線・京浜東北線田町駅芝浦口から徒歩3分

都営地下鉄三田線三田駅から徒歩5分
（http://www.shibaura-it.ac.jp/about/campus_shibaura.html）

●主 催 ：芝浦工業大学校友会

□ テーマ 山形の小さな酒蔵の酒造り

浅 黄 雅 彦 （ 朝 日 川 酒 造 ㈱ 、

、昭和 5 4年工業化学科卒）

●参加費：無料 （但し、懇親会参加者：2,000円、講座終了後､懇親会を開きます）
●定員：50名
●申込方法：FAX（03-5445-9635）

またはEメール（ sitfriends@shibaura-koyu.jp ）にて、氏名、所属、
住所、電話番号、 Eメール、卒業学科・年次および懇親会参加・不参加
を明記して、お申し込み下さい。

- おいしいお酒の作り方と飲み方 -



●氏名： ●所属： 、

●住所： 、

●卒業学科： ●卒業年次： 、

●電話番号：( ) － ●eメール： 、

●懇親会：[参加、不参加]（該当するところに○を付けてください) 講座終了後､1時間程度の懇親会を開きます。

＜申し込み＞ 下記項目に記入の上、FAXまたはeメール（ sitfriends@shibaura-koyu.jp)でお申し込み下さい。

●場所：芝浦工業大学 芝浦キャンパス内教室（東京都港区芝浦）●日時：2013年9月6日(月)18：30～20：00

第７回 実学サロン

講師の浅黄雅彦氏は、杜氏として朝日川という銘柄の日本酒を作っている。朝日川は、朝日連峰より流れ最
上川に入る水量豊かな美しい川で、この川のように清らかで、美味しく、愛される酒であることを願い命名し
たという。大吟醸、純米吟醸、純米酒、本醸造酒、長期熟成酒等色々な清酒をつくり出し、全国新酒鑑評会、
東北新酒鑑評会、東北清酒鑑評会で数多くの金賞・優等賞を受賞している。
浅黄氏は、昭和５４年に芝浦工業大学、工業化学科を卒業し、東京の酒の問屋に１年間お世話になった後、

当時、東京北区滝野川にあった国税庁醸造試験所（現在は東広島の独立法人酒類総合研究所）に研修生として
２年ほど入所して酒の造り方を学ぶ。研修後、現在の山形の会社に戻り、杜氏としての酒造りに従事し、今に
至っている。
講演では、会社の概要と酒の造り方、飲み方などの話と、３～４種類のお酒の実際のきき酒を行ってもらい

ながら、お酒の特徴やその違いについての解説をしてもらう。

●講演概要

芝浦工業大学校友会

芝浦工業大学校友会事務局 〒108-0023 東京都港区芝浦3-9-14
TEL：03-5445-9634 ＦＡＸ：03-5445-9635

お
申
込 FAX：（03 ）5445-9635

［ 芝浦工業大学 芝浦キャンパスの地図 ］

〒108-8548 東京都港区芝浦3-9-14

＜アクセス＞
JR山手線・京浜東北線「田町駅」芝浦口から徒歩3分
都営地下鉄・三田線・浅草線「三田駅」から徒歩5分

【講師略歴】
浅黄 雅彦（あさぎ まさひこ）氏

昭和54年、芝浦工業大学、工業化学科卒
卒業後、東京の酒の問屋
昭和55年、国税庁醸造試験所研修生（2年間）
昭和57年、朝日川酒造㈱に入社、杜氏・常務取締役（現在）


